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てんかんの地域診療連携体制推進のためのてんかん診療拠点病院運用ガイドラインに関する研究  

 

埼玉県てんかん診療拠点機関におけるてんかん診療実態調査
  

研究分担者：山内 秀雄 埼玉医科大学小児科

 

研究要旨 

埼玉県てんかん診療拠点機関である埼玉医科大学病院における 2020 年度のてんかん実

績を調査し、過去の実績と比較検討した。受診患者数、受診患者男女比、長時間ビデオ

脳波検査実施数、手術件数はそれまで漸増傾向にあったが、2020 年度はいずれも著減し

ており SARS-CoV2 パンデミックの影響であると考えられた。 

 

Ａ.研究目的 

埼玉県てんかん診療拠点機関である埼玉医科大

学病院のてんかん診療実態を調査することによ

って、埼玉県におけるてんかん診療の問題点につ

いて考察する。 

 

Ｂ.研究方法 

2020 年度の埼玉医科大学病院におけるてんかん

実績を受診患者数、受診患者男女比、長時間ビデ

オ脳波検査実施数、手術件数について後方視的に

調査した。 

 (倫理面への配慮) 

患者個人情報に十分配慮して施行した。 

 

Ｃ.研究結果 

2019 年の患者受診受診患者数は入院 126、外来

1134 と軽度の増加傾向であったが、2020 年度は

入院 48、外来 921 と前年度の 38％、81％に減少

した。受診者年齢については 2017年度では成人：

小児比が 1.７4：1.00 であったが、2020 年度のそ

れは 1.66：1.00 であり成人の受診比率がやや減

少する傾向を認めた。入院による長時間ビデオ脳

波検査は 2019 年度 246 件であったが、2020 年は

59 件に減少した。2020 年度のてんかん手術件数

は０件であった。 

Ｄ.考察 

2020 年度がこれだけてんかん診療の実績が低下

した理由として、SARS-CoV2 感染症感染拡大によ

り患者の受診への多大な影響があったこと、病院

内での医療従事者の SARS-CoV2感染疑いの影響な

どなどが理由として考えられた。 

 

Ｅ.結論 

2020 年度の埼玉県てんかん診療拠点機関のてん

かん診療実績は著明に低下したが、SARS-CoV2 パ

ンデミックの影響が大きいと考えられた。 
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なし 
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